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みなみいず議会だより No.２７ ２００６年(平成１８年）１１月１日

平成１８年９月定例会は、９月１１日から９月２１日まで１１日間の会期で開かれました。

　今定例会は、平成１７年度決算の認定をはじめ、意見書一件計２３議案が提出されました。

審議の結果全議案とも原案どおり可決（認定・同意）されました
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歳　出歳　入会　計　区　分

４，３２８，４０８４，５３６，２３７� � � �

１，２５２，２６０１，３４０，２０１国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

１，４０６，５９８１，４１４，７１９老 人 保 健 特 別 会 計

 ７３０，５３０ ７５７，７９８介 護 保 険 特 別 会 計

 ７９ １，２２２南 上 財 産 区 特 別 会 計

 ５ １２６南 崎 財 産 区 特 別 会 計

 ９，１１５ ９，３９２三 坂 財 産 区 特 別 会 計

 ３４６ ３４６土 地 取 得 特 別 会 計

 ４０１，２７９ ４０１，２７９公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

 ２１，９２０ ２１，９２０子 浦 漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

 ２０，７９５ ２０，７９５中 木 漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

 ９１，８１２ ９１，８１２妻 良 漁 業 集 落 環 境 整 備 事 業 特 別 会 計

 ２６９，９１７ ２５６，４４５収益的収支

水 道 事 業 会 計

 ２５７，８３６ １５２，０２３資本的収支

（単位：千円）

平成17年度
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主な歳出歳　　入会 計 区 分

� � � �

総 務 費 ３０，２５０

民 生 費 ７，０９７

衛 生 費 ２５，７４４

農林水産業費 △４，６９１

商 工 費 △４，８６３

土 木 費 １０，３００

消 防 費 ６，４５１

教 育 費 ２，４９９

災害復旧費 ８０，７６０

国県支出金 ４２，４２０

地 方 債 24，３００

そ の 他 △８３６

一般財源　 ８７，６６３

補 正 額 １５３，５４７

予算総額 ４，３１６，０８０

��������	


保険給付費 ３５５

老人保健拠出金 １５６

介護納付金 △３，４９９

共同事業拠出金 ７５，４９１

総 務 費 ５０４

国県支出金 ６１，４５８

一般財源 ３６，７４８

補 正 額 ９８，２０６

予算総額 １，４４０，７４８

��������������	

総 務 費 １，３２５

諸支出金 １１，６７５

国県支出金 ６０３

そ の 他 ６０３

一般財源 １１，７９４

補 正 額 １３，０００

予算総額 ７９１，５０５

��������������	�
����

下水道費　 １，５３３

業 務 費　 １，６６３

一般財源　 ３，１９６補 正 額　 ３，１９６

予算総額　 ４１７，１５７

��������

総 務 費 ４２８そ の 他 ２１４

一般財源 ２１４

補 正 額　 ４２８

予算総額　 １８，７３１

平成18年度

（単位：千円）
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自
立
支
援
制
度
で
の
支
援
体

（１）
制
に
つ
い
て

　

つ
く
し
学
園
の
建
替
え
の
見

（２）
通
し

　

決
算
審
議
の
あ
り
方
と
し
て

（３）
説
明
資
料
は
出
て
い
る
が
、

年
度
内
の
主
要
な
事
業
と
財

政
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
に

つ
い
て

　

実
質
公
債
費
比
率
の
内
容
に

（４）
つ
い
て

　

南
伊
豆
計
算
セ
ン
タ
ー
時
代

（５）
と
、
独
自
の
電
算
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
負
担
の
比
較
に

つ
い
て

　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
整
備
に
つ
い
て

（６）
の
状
況
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

備
を
伊
豆
半
島
サ
ミ
ッ
ト
会

議
で
国
や
県
に
対
し
て
、
地

域
間
格
差
の
是
正
の
た
め
の

要
望
提
案

　

み
ど
り
の
雇
用
担
い
手
事
業

（７）
に
お
け
る
県
の
指
導
と
事
業

の
選
択
や
町
有
林
の
管
理
と

内
容
に
つ
い
て

　

路
線
バ
ス
の
維
持
に
つ
い
て

（８）
の
県
補
助
金
の
見
通
し
と
、

路
線
バ
ス
対
策
問
題
協
議
会

�������������������

 ３００，１７５財 政 調 整 基 金

現　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

 ３減 債 基 金

 ６６１，００６庁 舎 建 設 基 金
特

定

目

的

基

金

 ２４，９１０観 光 施 設 整 備 基 金

 ２４２，６３１福 祉 振 興 基 金

 ３１，０００ス ポ ー ツ 振 興 基 金

 １５，４７２ふ る さ と 創 生 基 金

 １０，０００ふ る さ と ・ 水 と 土 基 金

 ２０，４１７交 通 安 全 対 策 推 進 基 金

 １，９８１土 地 開 発 基 金

１，３０７，５９５計

������������������������������������������

（単位：千円）

������������������

 ７０，３３３国 民 健 康 保 険 保 険 給 付 等 支 払 準 備 基 金

 ３，０００国 民 健 康 保 険 高 額 療 養 費 貸 付 基 金

 １，２００国 民 健 康 保 険 出 産 費 貸 付 基 金

 １１１，９７７介 護 給 付 費 支 払 準 備 基 金

 １０，７７６南 上 財 産 区 財 政 調 整 基 金

 ２１，２９３三 坂 財 産 区 財 政 調 整 基 金

計

（単位：千円）
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みなみいず議会だより No.２７ ２００６年(平成１８年）１１月１日
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�
南
伊
豆
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

�
南
伊
豆
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

�
出
産
一
時
金
を
三
十
五
万
円

に
引
き
上
げ
る
も
の

�
賀
茂
地
区
障
害
者
計
画
等
策

定
・
推
進
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て

�
賀
茂
地
区
障
害
者
相
談
支
援

事
業
運
営
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て

�
平
成
十
八
年
度
南
伊
豆
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

�
平
成
十
八
年
度
南
伊
豆
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

�
平
成
十
八
年
度
南
伊
豆
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
平
成
十
八
年
度
南
伊
豆
町
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

�
平
成
十
八
年
度
南
伊
豆
町
子

浦
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
老

人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
南

上
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
南

崎
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
三

坂
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
土

地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

や
そ
の
他
の
審
議
会
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て

　

起
債
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方

（９）
と
財
政
運
用
の
見
通
し
と
、

そ
の
広
報
の
仕
方
に
つ
い
て

　

共
立
湊
病
院
の
受
託
医
療
機

（１０）
関
の
地
域
医
療
体
制
に
対
す

る
認
識
や
状
況
に
つ
い
て

　

教
育
費
の
工
事
請
負
費
の
内

（１１）
容
に
つ
い
て

　

プ
ー
ル
事
故
の
対
応
に
つ
い

（１２）
て

　

医
療
費
の
軽
減
策
で
保
健
事

（１３）
業
で
の
取
り
組
み
と
こ
れ
ま

で
の
成
果
、
国
民
健
康
保
険

制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
未
収
入
金

（１４）
と
不
納
欠
損
に
つ
い
て

　

医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
軽

（１５）
減
の
た
め
医
療
予
防
や
介
護

予
防
の
事
業
に
つ
い
て

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ

（１６）
い
て

　

伊
浜
漁
港
浚
渫
土
砂
成
分
分

（１）
析
調
査
委
託
料
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
賞
賜
金
に

（２）
つ
い
て

　

農
山
村
総
合
施
設
管
理
運
営

（３）
事
務
の
臨
時
管
理
人
賃
金
と

南
上
プ
ー
ル
監
視
委
託
料
に

つ
い
て

　

林
道
青
野
八
木
山
線
に
つ
い
て

（４）
　

林
道
一
条
加
増
野
線
に
つ
い
て

（５）
　

森
林
国
営
保
険
料
及
び
分
収
林

（６）
造
林
保
育
委
託
料
に
つ
い
て

　

港
勢
調
査
委
託
料
に
つ
い
て

（７）
　

下
流
漁
港
高
度
化
工
事
に
つ

（８）
い
て

　

県
支
出
金
の
農
業
委
員
会
関

（９）
係
に
つ
い
て

　

決
算
説
明
資
料
に
つ
い
て

（１０）
　

ま
き
網
漁
業
の
違
反
行
為
に

（１１）
対
す
る
対
策
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

町
内
漁
港
関
係
の
未
整
備
に

（１２）
つ
い
て

　

森
林
振
興
に
つ
い
て

（１３）
　

一
条
分
収
林
（
町
有
林
）
に

（１４）
つ
い
て

　

伊
豆
早
春
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー

（１５）
キ
ン
グ
運
営
に
つ
い
て

　

銀
の
湯
温
泉
使
用
料
と
銀
の
湯

（１６）
会
館
使
用
料
の
違
い
及
び
今
後

の
施
設
管
理
等
に
つ
い
て

　

銀
の
湯
会
館
の
高
齢
者
入
浴

（１７）
に
対
し
て
の
使
用
料
及
び
曜

日
設
定
に
つ
い
て

　

南
伊
豆
歩
道
運
営
協
議
会
負

（１８）
担
金
に
つ
い
て

　

遊
歩
道
の
草
刈
に
つ
い
て

（１９）
　

小
口
資
金
利
子
補
給
助
成
金

（２０）
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
に
つ
い
て

（２１）
　

町
有
施
設
に
つ
い
て

（２２）
　

弓
ヶ
浜
や
海
岸
で
の
キ
ャ
ン

（２３）
プ
に
つ
い
て

　

建
設
事
業
等
で
工
事
業
者
に

（２４）
対
す
る
仕
入
れ
等
に
つ
い
て

　

わ
が
や
の
専
門
家
診
断
事
業

（２５）
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て

　

町
道
の
橋
梁
の
維
持
管
理
に

（２６）
つ
い
て

　

下
水
道
加
入
状
況
に
つ
い
て

（２７）
　

下
水
道
利
用
と
浄
化
槽
利
用

（２８）
で
の
金
額
比
較
に
つ
い
て
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みなみいず議会だより No.２７ ２００６年(平成１８年）１１月１日

㈰
情
報
共
有
や
住
民
参
加
の
仕

組
み
○
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

○
情
報
媒
体　

C
A
T
V
ネ
ッ

ト
構
築

㈪
地
域
産
業
振
興
に
つ
い
て

　

観
光
と
一
次
産
業
と
の
真
に

有
機
的
な
結
び
つ
き
・
連
携
を

作
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
経
済
効

果
を
追
求
、
か
つ
起
業
の
き
っ

か
け
を
絶
え
ず
追
及
す
る
。

○
観　

光

☆
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
・
見

直
し

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー
ク
↓
駐
車

場
ト
イ
レ
の
確
保
は
緊
急
課
題

☆
町
有
財
産
の
活
用

�
遊
休
町
有
地
の
活
用

○
商　

工

☆
特
産
品
の
開
発
と
生
産

☆
制
度
創
設
に
よ
る
地
元
業
者

の
雇
用
創
設

☆
公
共
投
資
縮
減
傾
向
の
中
、

多
角
経
営
支
援
・
選
択
肢
拡

大
に
取
り
組
む
。

○
農　

林

☆
湯
の
花
広
場
の
活
性
化

☆
遊
休
農
地
の
定
年
帰
農
・
I

タ
ー
ン
農
業
へ
の
提
供
等

☆
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
宣
伝

　

世
界
一
の
品
種
を
保
持
、
地

元
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
県
農

業
試
験
場
南
伊
豆
分
場
と
の
連

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
子

浦
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
中

木
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
妻

良
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

�
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆
町
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

道
路
整
備
の
促
進
に
関
す
る

意
見
書

　

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
中

間
報
告

「
希
望
の
持
て
る
南
伊
豆
町
」

◎
ま
ち
づ
く
り
の
提
言

１ ・  
情
報
共
有
や
住
民
参
加
な

ど
の
仕
組
み
の
検
討

２ ・  
産
業
振
興
に
つ
い
て
検
討

３ ・  
そ
の
他

�

�

�

�

�

　

監
査
に
当
り
従
来
の
法
令
順

守
の
観
点
の
正
否
か
ら
良
否
の

観
点
へ
の
転
換
は
、
検
索
着
眼

と
し
て
未
だ
不
十
分
で
あ
る
こ

と
は
否
定
出
来
ず
、
経
済
性
・

効
率
性
・
効
果
性
を
満
足
し
た

最
適
化
面
で
は
、
審
査
時
点
で

も
不
十
分
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

一
昨
年
自
律
の
町
を
選
択
し

た
こ
と
を
受
け
、
更
な
る
改
革

が
望
ま
れ
る
。

　

実
質
収
支
比
率
は
本
年
度　
６.１

％
十
六
年
度　

％
十
五
年
度　

５.６

９.５

％
と
推
移
し
収
支
均
衡
の
あ
る

堅
実
に
し
て
計
画
的
な
財
政
運

営
で
あ
る
。

�
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携
を
深
め
る
。

○
水　

産

☆
南
伊
豆
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

�
C
A
S
シ
ス
テ
ム
（
新
冷
凍

技
術
）
活
用
に
よ
る
石
廊
崎
沖

の
イ
カ
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化

☆
流
通
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と

適
正
生
産
者
価
格
の
保
障

☆
水
産
資
源
保
護
の
推
進

�
ま
き
網
漁
船
対
策

☆
水
産
加
工
品
の
開
発

○
定
住
促
進

☆
定
年
移
住
者
の
相
談

☆
町
営
住
宅
の
建
設

☆
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備

㈫
そ
の
他

○
行
政
事
務
及
び
政
策
選
択
の

有
効
性

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
推
進

評
価
の
視
点

㈰
変
化
へ
の
対
応

㈪
総
合
性
の
確
保

㈫
簡
素
化
・
効
率
化

㈬
信
頼
性
の
確
保

○
医
療
・
福
祉
・
環
境
衛
生
・

教
育

　

予
防
医
療
の
推
進
・
寝
た
き

り
老
人
の
い
な
い
町
づ
く
り

○
旧
厚
生
省
薬
用
植
物
栽
培
試

験
場
跡
地
活
用
に
つ
い
て

三
月
四
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
提

案
さ
れ
た
共
通
す
る
内
容

１ ・  
地
元
住
民
と
観
光
客
対
応

２ ・  
直
売
所

３ ・  
食
事
何
処

４ ・  
体
験
施
設

５ ・  
展
示

６ ・  
食
品
加
工

欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
、

１ ・  
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

２ ・  
経
済
効
果
シ
ス
テ
ム

３ ・  
地
元
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

対
応

　

政
府
が
三
位
一
体
改
革
で
地

方
交
付
税
な
ど
の
見
直
し
を
進

め
る
中
で
依
然
町
財
政
運
営
に

つ
い
て
厳
し
い
見
地
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
日
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
考
え
方
を
転
換
し
、
既

存
の
も
の
を
い
か
に
活
用
で
き

る
か
に
ど
れ
だ
け
知
恵
を
絞
れ

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

考
慮
す
べ
き
観
点
と
し
て
は
、

１ ・  
最
小
経
費
で
最
大
効
果（
現

存
施
設
の
活
用
を
検
討
。

リ
フ
ォ
ー
ム
含
め
る
）

２ ・  
経
済
効
果
の
試
算

３ ・  
町
民
の
各
種
生
産
活
動
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ

�
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�
�
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�
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�
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経
常
収
支
比
率
は
本
年
度　
８３.４

％
十
六
年
度　

％
十
五
年
度　

８４.７

７９.２

％
と
推
移
し
郡
平
均　

〜　

％

８９

９０

に
比
し
良
好
で
あ
る
。
公
債
費

比
率
及
び
公
債
費
負
担
比
率
共

に　

％
〜　

％
台
に
推
移
し
管

１３

１６

理
対
象
自
治
体
の
ネ
ッ
ト
に
掛

か
る
部
分
も
あ
る
が
、
逆
に
起

債
制
限
比
率
は
本
年
度　

％
十

８.１

六
年
度　

％
十
五
年
度　

％
で

７.９

７.７

あ
り
、
決
し
て
悲
観
す
べ
き
数

値
で
は
な
い
。
財
政
弾
力
性
は

総
じ
て
小
さ
い
自
治
体
財
政
で

は
あ
る
が
、
起
債
を
考
慮
し
乍

ら
の
予
算
策
定
が
垣
間
み
ら
れ

た
結
果
と
思
慮
さ
れ
る
。

　

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
裏
付
け
す
る
行
政
水
準
の
高

さ
や
維
持
向
上
を
目
的
と
す
る

財
政
運
営
の
積
極
性
と
い
う
視

点
で
の
指
標
で
あ
り
、
財
政
力

指
数
は
、
今
年
度　

％
十
六
年

３５.０

度　

％
十
五
年
度　

％
と
推
移

３５.４

３５.０

し
三
割
自
治
の
典
型
と
い
え
る
。

人
口
一
人
当
り
の
投
資
的
経
費

は
今
年
度
五
十
二
万
九
千
円
、

十
六
年
度
五
十
二
万
六
千
円
で

推
移
し
経
常
収
支
比
率
の
表
裏

の
関
係
と
は
云
え
、
低
い
な
が

ら
の
社
会
資
本
整
備
事
業
で
あ
っ

た
と
解
す
る
。　

　

執
行
状
況
は
執
行
率　

％
、

１０１.６

収
入
率　

％
で
前
年
並
み
で

９６.６

あ
っ
た
。
税
収
の
町
税
の
執
行

率
は　

％
収
入
率
は　

％
で
あ

１０１.７

８５.０

り
、
税
外
収
入
は
執
行
率　

％
１０１.５

収
入
率　

％
で
あ
っ
た
。
収
入

９９.９

未
済
額
を
み
る
と
現
年
度
課
税

分
二
四
、
六
七
七
千
円
、
滞
納

繰
越
分
一
〇
九
、
七
一
九
千
円

で
前
年
度
比
一
五
、
九
九
九
千

円
減
少
し
て
い
る
が
不
能
欠
損

金
二
三
、
一
〇
一
千
円
を
計
上

し
て
い
る
。
引
き
続
き
徴
収
・

滞
納
整
理
の
取
組
み
が
望
ま
れ

る
。
当
年
度
町
債
は
三
六
二
、

七
〇
〇
千
円
で
前
年
度
比
二
七

三
、四
〇
〇
千
円
の
減
で
あ
る
。

　

執
行
状
況
は
四
、
三
二
八
、

四
〇
八
千
円
で
予
決
算
比
は　
９６.９

％
で
前
年
度
に
対
し
二
五
〇
、

四
三
九
千
円
の
減
少
と
な
っ
た
。

性
質
別
で
は
人
件
費　

％
、
公

２４.７

債
費　

％
、
物
件
費　

％
、
補

１５.１

１４.１

助
費　

％
、繰
出
金　

％
と
な
っ

１３.７

１３.４

て
お
り
特
に
人
件
費
は
全
額
で

僅
か
乍
ら
減
少
し
て
い
る
も
の

の
構
成
比
で
は　

％
増
加
し
て

１.３

い
る
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
た
人
員
削
減
を
着
実
に
実

行
さ
れ
た
い
。

　

設
置
目
的
に
従
い
、
確
実
か

つ
効
果
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

が
、
財
政
調
整
基
金
は
十
七
年

度
末
三
〇
〇
、
一
七
五
千
円
と

な
り
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は

慎
重
を
期
さ
れ
た
い
。
ゼ
ロ
金

利
政
策
解
除
に
従
い
目
的
基
金

等
に
つ
い
て
は
有
利
な
基
金
運

用
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

一
昨
年
組
織
替
え
が
実
施
さ

れ
、
時
間
の
経
過
と
共
に
円
滑

化
が
見
ら
れ
る
。
統
合
の
目
的

は
効
率
化
で
あ
り
、
現
時
点
で

効
果
測
定
は
不
能
で
あ
る
が
、

今
後
管
理
者
の
資
質
を
含
め
職

員
の
能
力
や
専
門
性
な
ど
の
定

性
要
因
を
定
量
化
す
る
な
ど
の

努
力
を
し
、
諸
施
策
に
対
す
る

ト
ッ
プ
の
決
断
と
胆
力
が
望
ま

れ
る
。
ト
ッ
プ
の
方
針
の
徹
底

や
課
局
に
横
断
的
に
ま
た
が
る

諸
問
題
や
特
定
課
局
の
繁
忙
対

応
等
、庁
議
の
在
り
方
を
含
め
、

組
織
内
の
意
思
伝
達
や
命
令
、

統
制
の
再
確
立
と
ジ
ョ
ブ
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
見
直
し
を
考
慮
さ

れ
度
い
。

　

今
年
度
は
改
善
努
力
の
跡
が

随
所
に
見
ら
れ
る
。
外
注
管
理

改
革
は
各
課
局
の
事
務
量
平
準

化
と
い
う
度
量
衡
で
分
担
せ
ず

発
注
内
容
の
学
習
や
専
門
性
の

確
立
を
今
後
計
る
な
ど
更
な
る

改
革
が
望
ま
れ
る
。

　

基
本
シ
ス
テ
ム
設
計
と
従
来

シ
ス
テ
ム
と
の
整
合
性
や
よ
り

高
度
な
機
能
付
け
を
求
め
、
決

算
統
計
の
み
な
ら
ず
ト
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
財
務
管
理

を
メ
イ
ン
に
、
将
来
の
行
政
評

価
制
度
導
入
を
含
め
、
要
求
さ

れ
る
管
理
深
度
に
対
応
可
能
な

形
態
を
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
要
点
を
記
述
し
た
が
、

当
町
も
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
す
る
も
の
と
思
慮
さ
れ
る

中
、
適
切
な
財
政
運
営
と
行
財

政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
財
政
運

営
と
効
率
的
な
行
政
運
営
に
一

層
努
力
さ
れ
度
い
。
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質
問　

先
般
の
新
聞
社
ア
ン

ケ
ー
ト
に
対
し
、
県
内
三
町
の

み
現
状
規
模
が
適
当
と
答
え
て

お
り
当
町
も
そ
の
一
つ
、
町
長

の
見
解
は
い
か
が
？

町
長　

調
査
内
容
は
今
後
の
行

財
政
運
営
で
の
現
状
規
模
を
如

何
に
考
え
る
か
の
意
で
、
合
併

と
は
別
問
題
で
あ
っ
た
。
七
つ

の
選
択
肢
の
う
ち
「
現
状
は
適

当
な
規
模
」
以
外
は
、
全
て
最

後
は
合
併
を
選
択
す
る
内
容
で
、

限
定
さ
れ
た
問
題
の
中
で
の
選

町
長
に
聞
き
ま
し
た

�
�
�
�
�

択
で
当
町
の
単
独
路
線
を
考
え

て
の
結
果
で
あ
り
、
設
問
方
法

に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
新

聞
社
も
非
を
認
め
て
い
る
。

質
問　

昨
年
五
月
以
降
自
律
の

町
づ
く
り
を
選
択
し
た
当
局
は

住
民
に
見
え
る
諸
施
策
を
矢
つ

ぎ
速
や
か
に
打
ち
出
す
べ
き
と

思
う
が
、
今
一
つ
目
に
見
え
な

い
。
こ
れ
に
対
す
る
認
識
は
？

町
長　

町
長
就
任
以
来
、
行
財

政
改
革
委
員
会
、
庁
内
の
行
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
検
討
会
議
等

で
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問　

努
力
は
理
解
す
る
が
、

住
民
に
見
え
る
為
に
は
公
の
場

で
所
信
と
基
本
戦
略
を
示
し
、

住
民
賛
同
を
得
な
が
ら
具
体
的

な
動
き
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
合
併
論
議
の
方
向
と
町

長
認
識
は
如
何
か
？

町
長　

賀
茂
六
市
町
の
助
役
を

構
成
員
と
す
る
南
伊
豆
地
区
合

併
調
査
委
員
会
を
五
月
に
設
置

し
、
三
回
ほ
ど
会
議
を
開
き
調

査
研
究
・
連
絡
調
整
を
重
ね
て

い
る
最
中
、
作
業
部
会
（
担
当

課
長
）も
同
回
数
を
重
ね
現
況
・

基
礎
調
査
を
重
ね
て
い
る
。
県

の
動
き
も
あ
る
が
、
私
自
身
調

査
委
員
会
・
作
業
部
会
の
進
み

具
合
い
や
、町
の
財
政
見
通
し
、

近
隣
市
町
の
動
向
、
国
県
の
具

体
的
支
援
策
を
見
極
め
、
併
せ

て
町
民
・
議
会
と
そ
の
議
論
を

進
め
て
参
り
た
い
。

質
問　

二
八
次
地
制
調
の
答
申

の
中
、
道
州
制
論
議
が
前
面
に

出
た
。
地
方
六
団
体
の
全
国
知

事
会
は
八
月
に
時
期
尚
早
の
理

由
で
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

私
は
基
礎
自
治
体
独
立
の
原
則

や
交
付
税
算
定
根
拠
の
基
準
財

政
需
要
額
・
単
位
費
用
等
は
十

万
人
規
模
自
治
体
を
想
定
し
て

い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
中

核
市
程
度
の
合
併
規
模
と
併
せ

道
州
制
の
実
現
化
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
が
、
町
長
の
見

解
は
い
か
が
か
？

町
長　

政
府
の
骨
太
方
針
に

入
っ
て
い
る
言
葉
で
現
時
点
で

国
県
か
ら
何
ら
文
書
も
来
て
い

な
い
。
合
併
と
か
ら
め
た
当
町

の
諸
状
況
の
中
、
道
州
制
に
つ

い
て
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

漆田　修議員

質
問　

福
祉
を
取
り
巻
く
諸
制

度
は
一
昨
年
か
ら
今
年
十
月
迄

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

当
町
の
社
協
は
居
宅
介
護
支
援

事
業
、
介
護
事
業
、
ふ
れ
あ
い

広
場
等
々
多
岐
に
わ
た
り
、
事

業
展
開
し
て
い
る
。
町
の
貸
与

が
昭
和
三
十
九
年
以
来
継
続
し

て
い
る
が
、
町
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
含
め
た
新
た
な
社
協

施
設
の
改
修
・
新
設
に
対
し
目

的
基
金
取
崩
し
も
視
野
に
入
れ

如
何
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
現
体

制
で
特
に
問
題
が
な
い
と
考
え

る
、
社
協
施
設
は
既
存
公
共
施

設
等
の
有
効
活
用
を
検
討
し
、

現
施
設
は
必
要
最
小
限
の
修
繕

に
と
ど
め
た
い
。

社
協
と

支
援
セ
ン
タ
ー

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

質
問　

現
在
県
条
例
に
よ
り
六

月
か
ら
九
月
迄
町
海
岸
部
は
禁

止
で
あ
る
が
、
海
ガ
メ
産
卵
地

域
は
通
年
禁
止
と
す
る
町
条
例

制
定
の
意
思
は
如
何
か
？

町
長　

当
町
は
弓
ヶ
浜
始
め
八

地
区
が
対
象
で
、
海
ガ
メ
産
卵

も
五
月
か
ら
八
月
迄
で
、
対
策

に
特
段
の
支
障
も
な
く
、
単
独

の
条
例
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

キ
ャ
ン
プ
禁
止

条
例
に
つ
い
て
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質
問　

建
設
検
討
委
員
会
で
の

検
討
内
容
を
確
認
し
た
い
。

町
長　

共
立
湊
病
院
は
伊
豆
半

島
南
部
唯
一
の
公
的
病
院
と
し

て
住
民
が
安
心
し
て
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
、
一
次
医
療
か
ら
政
策

的
な
医
療
ま
で
幅
広
く
活
動
し

て
い
る
。
今
後
も
賀
茂
圏
域
の

基
幹
病
院
と
す
る
役
割
を
果
た

し
、
高
度
医
療
を
は
じ
め
不
足

す
る
分
野
の
医
療
の
提
供
と
二

次
救
急
医
療
機
関
と
す
る
中
核

を
担
い
、
山
間
僻
地
等
医
療
体

制
の
一
次
医
療
の
提
供
と
人
間

ド
ッ
ク
等
の
健
康
管
理
事
業
に

取
り
組
み
、
疾
病
予
防
対
策
等

の
医
療
の
確
保
及
び
医
療
水
準

の
向
上
に
努
め
た
い
。
病
院
建

設
財
源
の
裏
づ
け
は
、
基
本
構

想
策
定
報
告
書
で
概
算
額
及
び

充
当
財
源
が
示
さ
れ
、
現
在
地

に
新
築
案
の　

床
で　

億
２
千

１５０

７６

２
百
万
、
移
転
新
築
案
の　

床
２００

で　

億
５
千　

万
、
そ
の
財
源

９７

５００

は
自
己
財
源
が
約
６
億
５
千
万
、

残
り
は
企
業
債
で
、
国
・
県
の

補
助
金
等
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

補
助
金
が
あ
る
場
合
で
も
構
成

市
町
の
新
た
な
多
額
の
負
担
は

相
当
厳
し
い
。
環
境
状
況
は
現

保坂好明議員

在
地
の
敷
地
面
積
約
４
万
２
千

平
米
で
環
境
も
素
晴
ら
し
い
所

だ
が
、
救
急
搬
送
を
含
め
た
交

通
の
ア
ク
セ
ス
面
で
は
構
成
市

町
間
で
は
利
用
度
の
差
が
あ
る
。

救
急
医
療
体
制
の
検
討
は
住
民

の
健
康
上
の
安
全
を
保
障
す
る

公
的
医
療
で
極
め
て
重
要
性
が

高
く
、高
齢
者
の
増
加
と
共
に
救

急
患
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

　

二
次
救
急
医
療
は
下
田
病
院

と
西
伊
豆
病
院
及
び
共
立
湊
病

院
の
輪
番
制
で
担
っ
て
お
り
、

共
立
湊
病
院
の
平
成
十
七
年
度

二
次
救
急
の
患
者
数
は
救
急
車

　

人
、
そ
の
他　

人
の
受
け
入

３１２

１，０８０

れ
で
あ
り
、
年
々
増
加
し
て
い

る
。
今
後
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

活
用
と
遠
隔
医
療
の
推
進
、
三

次
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
共
に
救
急
医
療
を

充
実
す
る
た
め
に
は
十
分
な
医

師
と
一
般
病
床
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
過
去
五
回
の
建
設

検
討
委
員
会
で
は
、
救
急
搬
送

を
含
め
た
交
通
ア
ク
セ
ス
面
で

建
設
予
定
地
の
議
論
を
し
た
が

結
論
は
出
て
い
な
い
。

質
問　

新
聞
に
「
病
院
を
何
処

に
建
て
替
え
る
か
を
、
組
合
加

盟
の
六
市
町
長
が
多
数
決
で
決

め
る
時
期
だ
」
と
す
る
質
問
が

載
っ
て
い
た
が
、
管
理
者
と
し

て
ど
の
様
な
見
解
な
の
か
？

共
立
湊
病
院
問
題
に
つ
い
て

町
長　

ま
ず
建
設
検
討
委
員
会

で
検
討
す
べ
き
項
目
が
あ
る
。

そ
の
上
で
病
院
建
設
に
は　

億
７０

か
ら　

億
近
い
建
設
資
金
が
必

１００

要
で
、
財
源
見
通
し
が
立
た
な

い
状
況
で
は
何
処
へ
建
て
る
に

し
て
も
前
へ
進
ま
な
い
。

質
問　

財
源
の
裏
づ
け
や
移
転

先
の
調
査
も
ま
ま
な
ら
ず
移
転

先
行
論
が
町
民
や
市
民
に
対
し

て
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
か
？

ま
た
耐
震
補
強
に
つ
い
て
県
単

補
助
制
度
も
あ
る
が
、
そ
の
検

討
は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
？

町
長　

耐
震
の
意
見
は
出
て
い

な
い
が
、
個
人
的
な
考
え
と
し

て
耐
震
補
強
を
行
い
長
く
も
た

せ
る
事
も
必
要
だ
と
思
う
。

�

みなみいず議会だより No.２７ ２００６年(平成１８年）１１月１日

横嶋隆二議員

質
問　

増
税
の
実
態
は
。

窓
口
税
務
課
長　
　

歳
以
上
の

６５

老
年
者
控
除
、所
得
税
で　

万
、

５０

住
民
税
で
は　

万
円
で　

人
、

４８

４８０

　

万
円
の
増
。　

歳
以
上
の
所

３８４

６５

得
で　

万
円
の
所
得
税
非
課
税

１２５

措
置
全
廃
に
つ
い
て
は　

人
、

２７４

　

万
８
千
円
の
増
。
公
的
年
金

１５０控
除
の
縮
減
で
は　

万
が　

万

１４０

１２０

円
に
な
り　

人
、　

万
９
千
円
の

１１１

３６

増
に
な
る
。定
率
減
税
の
半
減
で

３
千　

人
、１
千　

万
２
千
円
増

７５９

３１０

と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

申
告
が
な
く
て
も
軽
減

策
を
や
る
べ
き
。

窓
口
税
務
課
長　

障
害
者
が　
１２５

万
円
、
介
護
保
険
の
所
得
の
規

定
が　

万
円
の
い
わ
ゆ
る
非
課

１２５

税
の
措
置
に
つ
い
て
も
、
町
民

に
広
報
等
で
周
知
す
る
。

増
税
の
影
響
と
軽
減
策

質
問　

実
質
的
将
来
財
政
負
担

比
率
は
、
前
町
政
の
時
代
引
継

ぎ
時　

％
か
ら
一
気
に　

％
ま

７６.３

１５０

で
上
げ
た
。
十
七
年
度
決
算
で

は　

％
ま
で
落
と
し
た
が
、
下

１４２.３
田
市
は
、
平
成
十
六
年
度　

％
１９６

南
伊
豆
町
長
と
し
て
、財
政
状
況

か
ら
病
院
建
設
な
ど
ど
う
見
る
。

町
長　

財
調
も
底
を
つ
き
、
継

続
事
業
を
控
え
、
税
収
・
地
方

交
付
税
も
不
透
明
。
見
通
し
を

考
え
た
と
き
、
そ
の
負
担
に
応

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で

き
な
い
の
か
。
こ
れ
は
私
が
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
我
が
町
の
こ
と

を
考
え
財
政
を
考
え
な
が
ら
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　

八
月
に
入
っ
て
、
イ
ノ

シ
シ
・
サ
ル
の
被
害
報
告
が
増

え
て
い
る
。
サ
ル
は
群
れ
で
ハ

ウ
ス
ま
で
侵
入
ま
た
は
、
威
嚇

す
る
背
後
で
蔵
の
農
作
物
に
手

を
出
す
状
態
で
、
抜
本
的
な
対

応
が
必
要
だ
。

町
長　

即
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
サ
ル
用
の
箱
わ
な
や

く
く
り
わ
な
を
購
入
し
、
有
資

格
者
の
協
力
を
求
め
る
と
と
も

に
猟
友
会
へ
依
頼
し
て
駆
除
の

方
針
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。
長

期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
猟

友
会
、
各
地
区
長
、
住
民
等
の

協
力
を
求
め
、
行
動
範
囲
、
行

動
習
慣
等
の
調
査
を
し
、
出
没

パ
タ
ー
ン
や
主
な
農
作
物
被
害

の
種
類
を
把
握
し
た
上
で
、
事

前
に
出
没
地
域
を
察
知
し
地
域

ぐ
る
み
で
山
に
追
い
払
う
よ
う

に
し
た
い
。

質
問　

こ
れ
は
、
県
の
農
林
事

務
所
等
々
を
含
め
て
検
討
さ
れ

た
結
果
。
有
害
獣
対
策
で
一
番

の
危
機
は
耕
作
放
棄
だ
。
こ
れ

が
増
え
た
ら
地
域
を
守
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
今
の
う
ち
に
本

格
的
に
腹
を
据
え
た
取
り
組
み

平
成
十
七
年
度
決
算
と
財
政
見

通
し
・
町
政
の
方
向
に
つ
い
て

獣
害
対
策
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が
必
要
だ
。
そ
の
点
静
岡
県
よ

り
人
口
も
財
政
力
も
少
な
い
滋

賀
県
の
取
り
組
み
は
蓄
積
が
あ

り
参
考
に
な
る
。
滋
賀
県
の
獣

害
研
究
所
高
木
氏
の
研
究
で
は
、

サ
ル
は
捕
殺
で
は
か
え
っ
て
群

れ
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
群

れ
の
中
心
の
サ
ル
を
捕
獲
し
て

お
仕
置
き
を
し
て
群
れ
に
返
し
、

テ
レ
メ
ト
リ
ー
で
監
視
す
る
こ

と
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
県
レ
ベ
ル
、
県
を
超
え
た

レ
ベ
ル
で
の
最
先
端
の
情
報
と

指
導
を
仰
ぎ
参
考
に
し
て
ほ
し

い
。

町
長　

先
般
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
を
す
ぐ
開
催
、
猿
被
害
・

イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ
い
て
対
策

を
協
議
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
農

業
委
員
会　

農
業
振
興
会
、
伊

豆
太
陽
農
協
、
猟
友
会
、
伊
豆

森
林
組
合
、
株
式
会
社
波
勝
崎

苑
、
県
、
町
だ
。
行
政
の
役
割

と
し
て
、
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
を
中
心
に
抜
本
的
な
対
策
を

生
み
出
す
。
賀
茂
農
林
事
務
所

の
協
力
を
得
補
助
事
業
の
取
り

組
み
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
た
対
策
を
展
開
す
る
。



谷川次重議員

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

質
問　

湯
沢
方
式
に
前
向
き
に

取
り
組
む
と
の
回
答
を
得
て
い

た
が
、県
税
と
市
町
村
税
の
課
税
・

徴
収
一
元
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

町
も
県
の
一
元
化
制
度
に
参
加

す
る
の
か
。
湯
沢
方
式
と
の
兼

ね
合
い
は
。

町
長　

メ
リ
ッ
ト
と
さ
れ
る
人

員
削
減
数
や
電
算
化
導
入
等
の

費
用
負
担
が
未
定
の
た
め
、
今

後
近
隣
市
町
の
動
向
を
見
な
が

ら
検
討
。
県
の
一
元
化
制
度
に

は
湯
沢
方
式
に
近
い
案
を
採
用

と
の
こ
と
な
の
で
、
湯
沢
方
式

は
保
留
。

質
問　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
を
打
っ
て
き
た

か
。

町
長　

南
伊
豆
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
を
、
町
民
共
通
の

課
題
と
し
て
、
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
。

児
童
手
当
等
の
支
給
、
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
、
相
談
業
務
、

母
子
保
健
業
務
等
、
継
続
事
業

に
つ
い
て
は
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
、
見
直
し
を
行
う
。
保

育
サ
ー
ビ
ス
、学
童
保
育
等
は
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
個
別
施
策

の
展
開
を
検
討
。

質
問　

子
育
て
を
看
板
に
ま
ち

づ
く
り
に
成
功
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
上
賀
茂
の
町
営
住

宅
は
子
ど
も
も
大
勢
に
な
り
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

町
長　

町
営
住
宅
建
設
は
今
後

の
町
の
形
態
、
見
通
し
等
を
推

測
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

子
育
て
優
待
カ
ー
ド
事

業
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

実
施
の
方
向
で
検
討
。

地
方
税
の
課
税
・
一
元
化

質
問　

町
長
は
ど
の
よ
う
な
南

伊
豆
町
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　

安
定
し
た
、
希
望
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
。

質
問　

具
体
的
な
、
例
え
ば
石

廊
崎
の
再
生
等
の
考
え
は
。

町
長　

今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

事
が
一
番
や
り
た
い
事
業
。
そ

の
中
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

優
先
順
位
一
番
は
何
か

町
長　

下
水
道
、
漁
業
集
落
環

境
整
備
事
業
、
病
院
の
問
題
、

厚
生
省
の
跡
地
、
石
廊
崎
の
再

生
、
道
路
網
の
整
備
、
子
育
て

支
援
等
。
厳
し
い
財
政
事
情
の

も
と
、
総
合
計
画
、
過
疎
計
画

等
を
基
本
に
進
め
て
い
く
。

子
育
て
支
援

質
問　

町
が
生
き
残
れ
る
か
ど

う
か
の
時
代
で
あ
る
。
町
長
が

方
向
性
を
示
し
、
議
会
で
し
っ

か
り
議
論
し
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
力
を
合
わ
せ
て
い
く
時
代
で

あ
る
。
町
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
だ
。
安
定
し
希

望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
目
玉
と
し
て
、
こ
れ
を
や

る
の
だ
と
打
ち
立
て
、
町
民
を

引
っ
張
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

森
の
再
生
事
業

質
問　

森
林
作
り
県
民
税
を
導

入
し
て
始
ま
っ
た
森
の
力
再
生

事
業
へ
の
見
解
は
。

町
長　

新
し
い
事
業
で
不
透
明

な
部
分
も
あ
る
が
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

新
し
い
事
業
で
、
書
類

一
つ
で
も
難
し
い
。
町
と
し
て

応
援
し
、
軌
道
に
乗
せ
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
長　

林
業
等
は
特
に
後
継
者

不
足
で
荒
廃
し
て
い
る
。
何
と

し
て
も
目
的
達
成
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。
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質
問　

猪
、
野
猿
、
鹿
の
農
作

物
や
民
家
の
被
害
を
把
握
し
対

策
を
し
て
き
て
い
る
か
。

町
長　

人
家
ま
で
入
っ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
新
し
い
被
害
実
態
も

出
て
き
て
い
る
。
通
報
に
よ
り

現
場
に
出
向
き
聞
き
取
り
等
対

応
を
し
て
い
る
。
箱
罠
、
く
く

り
罠
、
を
購
入
し
猟
友
会
へ
依

頼
し
て
駆
除
の
方
針
で
臨
ん
で

い
く
。
賀
茂
農
林
と
も
連
携
を

と
り
、
補
助
事
業
等
の
申
請
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

賀
茂
郡
一
円
で
首
長
会

議
と
か
で
、
鳥
獣
害
対
策
に
対

し
て
の
話
は
あ
る
の
か
。

町
長　

首
長
会
議
で
は
正
式
な

議
題
と
し
て
は
上
が
っ
て
い
な

い
。
賀
茂
農
林
あ
た
り
と
、
広

域
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
方
が

よ
り
効
果
が
上
が
る
と
い
う
思

い
が
し
て
い
る
。

質
問　

対
策
は
構
造
改
革
特
区

で
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

清水清一議員

質
問　

三
坂
、
南
崎
、
三
浜
、

南
上
は
医
療
機
関
が
な
い
、
医

療
確
保
の
た
め
の
対
策
は
。

町
長　

患
者
輸
送
バ
ス
で
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は

言
っ
て
み
れ
ば
医
療
へ
き
地
地

域
で
あ
り
ま
す
。
共
立
湊
病
院

の
問
題
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も

や
は
り
よ
り
近
い
と
こ
ろ
で
病

院
が
あ
る
こ
と
の
方
が
ベ
タ
ー

で
は
な
い
か
。
こ
う
い
っ
た
地

域
の
こ
と
は
私
と
し
て
も
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　

銀
の
湯
で
、
月
曜
日
と

金
曜
日
に
は
高
齢
者
の
料
金
は

　

円
で
あ
る
。
利
用
状
況
は
。

３００産
業
観
光
課
長　

具
体
的
な
数

字
は
聞
い
て
い
な
い
。
今
ま
で

の
と
お
り
と
聞
い
て
い
る
。
人

づ
て
で
伝
わ
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
。
と
り
あ
え

ず
、
試
行
的
な
措
置
で
あ
る
。

質
問　

団
塊
の
世
代
が
第
一
線

を
退
い
て　

歳
、　

歳
ま
で
、

７０

７５

新
た
な
組
織
と
し
て
何
か
取
り

組
み
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
。

町
長　

団
塊
の
世
代
が
定
年
に

よ
り
退
職
を
し
て
も
、
ま
だ
ま

だ
心
身
と
も
に
若
く
、
培
っ
て

き
た
経
験
、
知
識
を
地
域
社
会

の
た
め
に
生
か
し
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
と
ら
え
活
躍
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
社
会
教
育
で
ス
ポ
ー
ツ

や
趣
味
や
歩
こ
う
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
。
町
の
中
の
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
町
の
活
性

化
に
な
っ
て
く
る
。

医
療
、
福
祉
に

つ
い
て

質
問　

県
下
も
多
く
の
市
町
で

公
表
し
て
い
る
。
町
全
体
の
資

産
と
負
債
と
が
わ
か
り
財
務
分

析
が
で
き
る
。
貸
借
対
照
表
の

作
成
、
公
表
は
ど
う
か
。

町
長　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成

に
は
町
有
地
、
建
物
等
の
資
産

価
値
評
価
が
不
可
欠
で
現
状
で

は　

万
�
強
の
土
地
の
資
産
価

６００
値
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。
こ

れ
に
あ
る
程
度
の
時
間
と
労
力

が
必
要
で
、
義
務
化
ま
で
に
は

作
成
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
ま
い
る
。

質
問　

北
海
道
の
夕
張
市
で
一

時
借
入
金
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
複
式
簿
記
で
や
っ
て

い
た
場
合
は
確
実
に
そ
の
数
字

は
表
に
出
て
く
る
。
財
務
状
況

が
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
な
る
。

鳥

獣

害

対

策

町
の
貸
借
対
照
表
の
公
表

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
民
間

で
は
損
益
計
算
書
だ
が
、
貸
借

対
照
表
を
つ
く
る
と
損
益
計
算

書
も
簡
単
に
で
き
る
、
行
革
の

一
つ
の
助
け
に
な
る
、
損
益
計

算
書
の
作
成
と
公
表
の
予
定
は
。

町
長　

賀
茂
地
区
に
お
い
て
は

現
時
点
で
は
作
成
済
み
の
団
体

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆

様
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
後

速
や
か
に
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

の
作
成
に
向
け
て
の
検
討
に
入

れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
く
。
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７月２７日　議会全員協議会
７月２７日　議会運営委員会
７月２７日　共立湊病院運営協議会
７月２８日　地方分権推進のための総決起大会
８月９日　まちづくり特別委員会
８月１０日　さしだ希望の里祭
８月１１日　第５回伊豆ナンバー創設促進協議会総会
８月１８日　郡監査委員研修会
８月２１日　柑橘試験場伊豆分場後援会総会
８月２２日　青野大師ダム竣工式
８月２２日　議会運営委員会
８月２２日　まちづくり特別委員会
８月２３日　共立湊病院組合議会８月定例会
８月２３日～２４日　例月出納検査
８月２５日　賀茂支援局長来訪
８月２９日　下田地区消防組合議会８月定例会
８月２９日　伊豆つくし学園組合議会８月定例会
９月４日　議会運営委員会
９月４日　南伊豆町社会福祉協議会理事会
９月４日　南伊豆町社会福祉協議会評議委員会
９月６日　南豆衛生プラント組合議会９月定例会
９月７日～８日　例月出納検査
９月１３日　伊豆つくし学園関係陳情
９月２３日　ハゼ釣り大会
９月２５日　南伊豆町路線バス問題対策協議会
９月２６日　ふるさとづくり推進委員会
９月２７日～２８日　議員研修塩尻市親善訪問、長野県原村視察
９月２９日　市町国保運営協議会委員研修会
１０月１日　清掃奉仕活動
１０月５日　渚サミット
１０月６日　議会広報編集委員会
１０月１０日　伊豆ナンバーセレモニー
１０月１１日　第１５回元気な百姓祭
１０月１１日　まちづくり特別委員会
１０月１２日　監査委員全国研修会
１０月１２日　賀茂地区社会福祉大会
１０月１６日　郡議長会議
１０月１６日　定期監査
１０月１８日～２０日　定期監査
１０月２０日　議会広報編集委員会
１０月２２日　フェスタ南伊豆
１０月２４日　賀茂郡議員研修会
１０月２４日　議会広報編集委員会
１０月２５日～２６日　例月出納検査
１０月２７日　静岡県町村議会議長会定期総会及自治功労者表彰式
１０月２８日　ねんりんピック静岡２００６

　

地
方
自
治
体
の
、
標
準
的
な

収
入
と
借
金
返
済
額
と
の
負
担

割
合
を
示
し
、
数
値
が
高
い
ほ

ど
財
政
悪
化
の
度
合
い
が
高
い
。

下
水
道
な
ど
公
営
企
業
や
他
の

自
治
体
と
共
同
で
つ
く
っ
て
い

る
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
借
金

の
元
利
償
還
金
へ
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
出
し
金
な
ど
も
含

め
、
実
質
的
な
債
務
を
算
定
す

る
。
従
来
の
起
債
制
限
比
率
だ

と
、
公
営
企
業
が
発
行
す
る
債

券
の
数
値
が
表
に
出
て
こ
な
い

た
め
、
実
質
的
な
財
政
の
不
健

全
性
を
示
す
指
標
と
し
て　

年
2006

度
に
導
入
さ
れ
た
。

　

地
方
自
治
体
の
起
債
は
、
今

年
度
か
ら
原
則
自
由
化
さ
れ
た

が
、
同
比
率
が　

％
以
上
の
自

18

治
体
は
従
来
通
り
許
可
制
の
ま

ま
で
、　

％
を
超
え
る
と
単
独

25

事
業
な
ど
で
地
方
債
の
発
行
が

制
限
さ
れ
る
。

　

現
在
、
南
伊
豆
町
は　

％
、

10.8

下
田
市　

％
、
松
崎
町　

％
、

20.5

9.0

河
津
町　

％
、東
伊
豆
町　

％
、

13.4

14.2

西
伊
豆
町　

％
、県
平
均　

％
、

14.7

14.1

町
平
均　

％
で
あ
る
。

12.7

〝
実
質
公
債
費
比
率
〞

�
�
�
�
�
�

　

九
月
末
、
議
員
交
流
で
塩

尻
市
へ
出
か
け
た
。
当
選
し

た
ば
か
り
の
市
長
は
じ
め
多

く
の
人
に
真
心
か
ら
の
歓
迎

を
受
け
た
。

　

交
流
会
の
前
後
、研
修
視
察

を
行
い
、初
日
に
奈
良
井
宿
を

訪
ね
た
。一
足
踏
み
入
れ
た
途

端
、江
戸
時
代
に
入
っ
た
よ
う

な
雰
囲
気
で
、全
員
興
奮
し
な

が
ら
歩
い
た
。奈
良
井
地
区
全

員
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
三
十
年
。い
い
た
た
ず
ま

い
の
ま
ち
が
で
き
て
い
る
。

　

二
日
目
、原
村
へ
寄
っ
た
。

説
明
に
当
た
っ
て
く
れ
た
職

員
は
、
む
ら
づ
く
り
戦
略
室

係
長
。村
の
現
状
を
分
析
し
、

将
来
の
展
望
を
把
握
し
た
上

で
の
む
ら
づ
く
り
戦
略
。
係

長
の
説
明
の
は
し
ば
し
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

国
全
体
が
、ま
た
、す
べ
て

の
も
の
が
大
き
な
転
換
期
の

今
、し
っ
か
り
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
、も
っ
と
も
っ
と
勉
強
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
塩
尻
交
流
会
で
あ
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
谷
）

議会の動き

南伊豆町議会の動き・平成18年７月～平成18年10月

皆さまから届けられました貴重な意

見・提案等は、「いでゆ」のコーナー

に記載させて頂きます。

〒415‐0392　静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂328‐2

南伊豆町議会事務局内
広 報 編 集 委 員 会

Ｔ Ｅ Ｌ ・ Ｆ Ａ Ｘ　� �―� � � �

皆さまの声を
お待ちしております
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